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山口県立響高等学校
• 全日制普通科
• １学年70人（35人×２学級）
• 統廃合により2020年３月閉校
• 学びに向かう姿勢の改善が課題

・下関市



現行及び新学習指導要領

「持続可能な社会づくり」
に向かう社会参画に向けた教育

Ｅ Ｓ ＤＥ Ｓ Ｄ
（Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ｆｏｒ Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ）



「学習指導要領解説」(高等学校)の例示

国連総会で2015年に全会一致で採択された「世界の目標」。

世界の諸課題を17のテーマに分け、2030年までの解決をめざす。

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ
Sustainable Development Goals

(持続可能な開発目標)

地理総合、地理探究、公共、政治・経済、家庭、総合



地理等の諸課題学習として

３年生における当初の実践



それぞれ個別の学習・活動内容を
コーディネートするツールとして

環境教育 ／ 情報教育 ／ 産業教育 ／ 防災教育 ／

キャリア教育 ／ 消費者教育 ／ 主権者教育 ／ 国際理

解（グローバル）教育 ／ 平和教育 ／ 人権教育 ／ 道

徳教育 ／ ジェンダーと性に関する教育 ／ 教育の地

域連携 ／ ＥＳＤ ／ 食育 ／ エネルギー教育 等々



カリキュラム･マネジメントの回転軸（コア）として

それぞれ個別の学習・活動内容を
コーディネートするツールとして



既存の教育活動を再構築

SDGｓの17の目標は、
日常的に学ぶ各教科科目の内容や諸活動を、
意味づけ・価値付けしてくれる媒介者となり、

学校の教育活動を活性化させうるのではないか。

＜冊子はｐ．２の内容です＞

「実現できそうなら、やってみる！」
2018年度後期（10月から）半年のプロジェクトとして



土台づくり
（教職員研修＋全校集会研修→総がかり体制をつくる）

職員研修において
新学習指導要領研究会として研修を行い、

響高校版「カリキュラムマネジメント」を定義
づけ、その媒介者としてSDGｓを採り入れるこ
とを提案。

臨時の全校集会において
SDGｓの概要を説明し、今後あらゆる場面で

SDGsが登場し、生徒＆教職員総がかりで本格
的に取り組むことを説明。

初動で「誰ひとり取り残さない」

＜冊子はｐｐ．３－５の内容です＞

全校集会での説明→

←学校だよりなどでの
紹介



Ｈｉｂｉｋｉ ＳＤＧｓ Ｐｒｏｊｅｃｔ
～だれひとり取り残さない～

土台づくり
（「なにが始まるんだ？」という感覚を持たせる）

「響高校をSDGｓだらけにします！」

各教室
職員室
・事務室等に
貼り付けた

生徒は筆箱やファイル帳に 先生は「指導記録」等に＜冊子はｐ．８の内容です＞



基礎学習

SDGsとは何か。
どのようなものが17の諸課題に
まとめられているのか。

（地歴公民科）

＜冊子はｐｐ．６－７の内容です＞



SDGs活動活性化
への手立て

＜冊子はｐ．９の内容です＞SDGｓシールとシールコーナー（校内4カ所）



学習内容の紐付け

今学んでいる内容は、
どのような諸課題に向き合う
ものとして捉えられるか。

（各教科・科目、教育活動における学習活動）

数学Ⅲ：限られた条件の中で最大限の容積を確保する

地理Ｂ：調理実習をしながら世界の宗教と生活を学習

各教科・科目、諸活動の中で、
生徒の方から
「これは○番の課題目標に関係しませんか」
という声が自然発生的に上がるようになった

＜冊子はｐｐ．１０－１８の内容です＞



竹内教諭の実践

「響を全部SDGsに」



情報と知恵の
共 有

＜冊子はｐｐ．２１－３３の内容です＞



＜冊子はｐｐ．２１－３３の内容です＞



「カリマネボード」
Hibiki SDGs Project Check!!

＜冊子はｐ．３６の内容です＞



SDGs関連記事紹介コーナー

企業ＣＳＲ資料紹介コーナー

SDGs関連書籍サテライト図書館コーナー

全て生徒の発案

＜冊子はｐｐ．３４－４０の内容です＞

JICA「地球ひろば」の図書展示を参考



ＳＤＧｓ通り（その①）
＜冊子はｐｐ．３４－３５の内容です＞



キーワード
「響を全部SDGｓに！」



いまある「資源」を土台として
学んでいることの有意味性の理
解と真正の文脈付けを強化

実社会の
取り組みを学ぶ

NPO法人「八起の家」と連携した
ソーシャルビジネス理解

保護者を講師に招いた
企業ＣＳＲ理解学習会（１／２５）

＜冊子はｐｐ．４３－４８の内容です＞＜冊子はｐｐ．１９－２０の内容です＞

人権教育学習の本年度テーマ



「明日も来たい学校」づくりへ貢献

生徒の当番日誌の記述



効果の検証

各教科・科目でＳＤＧｓに関連付けた考査問題等

Ⅰ 評価問題による検討

＜冊子はｐｐ．４９－６２の内容です＞

基礎的内容の理解度を問うた問題の正答率 論述問題における得点率



Q. あなたは、「SDGs」の取り組み
がどのようなものか、自分なりに理
解することができましたか。

n=68, 2019.01(後半期導入部分にて「後半期へ向けての振り返りのための調査」より、主な質問より)

Ⅱ アンケートによる検討 ＜冊子はｐｐ．８２－８６の内容です＞

Q. あなたは、響高校で「Hibiki
SDGs Project」の活動を振り返っ
て、やってよかったと思いますか、
思いませんか。また、そう思う理
由を書いてください。



SDGs学習の総仕上げ

学びを他者と共有する

響高校生 × 地元小学生
↓

閉校を迎える閉塞感、対外的（異なる
年齢集団との）交流の不足、

学習成果のアウトプットと学びに対する
自己効用感

過疎地域として向き合う持続可能性
（全校児童48人）、コミュニティスクール
としての対外交流、「持続可能な社会

づくり」学習の工夫

ＳＤＧｓ学習交流会

＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



Hibiki SDGs Projectの総仕上げ

地域の小学生に ＳＤＧｓを教えて みんなで課題に
向き合おう！小学校の先生

になって活躍してもらいます
＜生徒に説明したプレゼンの一部＞

＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



みなさんのＳＤＧｓについての
知識や思いを

• シンプルな内容を
• わかりやすい言葉で
• 絵やグラフなど具体的に
• たのしそうに

子どもたちに伝える＜生徒に説明したプレゼンの一部＞



開始直後

途中から

貴重な機会に…

＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



＜小学生用に作り直したSDGsシート＞ ＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



学習交流会当日のようす ＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



協働のストック
＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



交流会直後の感想文 ＜冊子はｐｐ．６３－８１の内容です＞



全体を振り返って
～生徒の自由記述より～

＜冊子はｐｐ．８５－８６の内容です＞



主な成果と課題

主な成果
○生徒の学習姿勢が向上し、学習結果に表れた
・今学んでいることが何の役に立つものなのかという価値付け（レリバンス）を高められた。
・授業等の取組姿勢が向上し、定期考査等の結果に大きな差が見られた。

○カリキュラム・マネジメントを充実させることができた
・各授業や諸課題学習等の内容の教科横断的な関連付けが無理なくコーディネートできた。

○様々なチャレンジを通して、響高校の一体感が感じられ、校内が活性化した

主な課題
○ＳＤＧｓそのものの理解に時間がかかる
○常に創造的・挑戦的である必要があった
○取組みやすい教科・科目と難しい教科・科目等が見られた

＜冊子はｐ．８７の内容です＞



「３９ Hibiki Project」へ
「Hibiki SDGｓ Project」のその後

各種活動の中で 各教科の中で

現在進行中・・・

SDGｓフロンティアとして

日々の授業の中で、
SDGｓに関わる内容を
確認した授業の実践

8月のJRC（青少年赤十字）
山口県研修会等では、
役員校として他校に説明



「南高でＳＤＧｓを見つけよう！」
日常の学習や諸活動をＳＤＧｓの視点から捉え直すことにより、
ＳＤＧｓと社会的課題への理解を深めるとともに、日々の授業
や諸活動が社会的課題に向き合うものであるというレリバンス
（学びの必然性）を高める契機とすることができる。

৯

ఏ

全４時間（構想・作成３時間＋発表１時間）

①南高での学びや活動の中で、地域や社会の課題に向き合うと思うものを思いつくだけカードに書き込む。
②各個人が書いたカードの内容がＳＤＧｓの何番の課題目標に該当するかを話し合って分類する（グループ
ワーク）。
③各班で「テーマ」と「まとめ方」を決め、模造紙１枚にまとめる。
④ポスターセッション形式で各班が発表し、生徒は各班の発表を見て相互評価する（ポスターセッション、
相互評価）。
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授業の様子

構想・作成活動の様子

班発表の様子



学習成果物の例
17テーマに分類して比較したもの

場面・場所を可視化したもの
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「取り組みたい度」で並べたもの



たった１７に分類された目標なのに、それに関わる問題は数え切れないほどあっ
て考えれば考えるほど出てきた。中には普通に過ごしても解決につながるもの
もあって驚いた。

「持続可能な開発目標」といわれるといったい何をすればいいのかわかんないって
思いましたが、それを１７コに分け、１つ１つに分かりやすい題（？）がつけ
られていて、誰にでも分かりやすく、取り組みやすくなっていた。

世界の課題や解決策が思ったよりも、自分の日常生活の中で発見できると知り、何
となく学んできたことが、実は世界の課題に取り組む土台だったということを
感じた。SDGｓを考えるだけでも意味があると思った。

SDGｓの趣旨はよくわかった。が、実際に2030年までにすべてできるんだろうか。
厳しい。それでも、やらないよりは断然いい。

バタバタしていたので、もっと時間をかけてじっくりやって欲しいです。

生徒の感想から

＜原文ママ＞
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本日は、ありがとうございました。


